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https://www.city-yanai.jp./site/obatake-chu/ 

大畠で学び育つことに誇りをもち、夢に向かって行動するたくましい子 

界に目を向け、自己の殻を破る“おおばたけっ子“の育成 
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（校訓）創造 愛情 根性 
 
（学校教育目標） 
広い世界に目を向け、自己の
殻を破る“おおばたけっ子“ 

の育成」 
  ～本気と感動の教育を通して～ 
 
 
   

   

 

 

令和７年５月１２日（月）発行 

【校長先生のお話】 校長室前の廊下に、２年生が社会の時間に「自然に備えて」をテーマに学習したものが掲

示されています。内容は地震、津波、火山、大雨、台風についてで、自助、共助、公助の視点で出来ることもまと

められています。とてもよい学習ができているなと感心しました。 

みなさん、３０年前に大きな災害が起きたのを知っていますか。兵庫県南部で発生した阪神淡路大震災です。平

成７年 1月１７日、マグニチュード 7.3の巨大地震が大都市を破壊しました。平成２３年３月１１日にはマグニチ

ュード 9.0の巨大地震が起きました。東日本大震災です。このときは津波が発生し、多くの命が奪われることにな

りました。また、記憶に新しいところでは、令和６年の１月１日に起きた能登半島地震。マグニチュード 7.6、最

大震度７の地震で、このときも多くの被害が出ました。 

柳井市や山口県が想定している最大の地震は南海トラフ巨大地震で、マグニチュード９クラス。柳井市の被害は、

建物の全壊・焼失は最大で 725軒、最大津波水位は 3.8ｍが予測されています。ちなみに大畠中は海抜 32ｍに位置

しているので安心できそうですが、災害は人間の想定をはるかに超えてきますので、ひとえに安心はできません。 

自然災害を止めることはできませんが、災害に備えることで、被害を抑えることはできます。日常の備えとして

は、家具を専用のテープ等で固定する、寝るときにはガラス窓の近くで寝ないようにする、緊急地震速報を聞いた

ら安全確保の行動（火を消す、がけから離れた部屋に移動する、窓から離れる）をとることなどが考えられます。

また、長期的には、防災グッズをリュックに入れて常備する、とっさに体を守るシェイクアウト訓練を実施するこ

となどが考えられます。 

５月２７日には、みなさんと小学５・６年生、保護者、地域の方、教職員 

が集まって「大畠地区の防災について～安心・安全な大畠地区をめざして」 

をテーマに熟議を行います。また、それを受けて、秋には合同の防災に係る 

訓練も予定しています。 

５月になり、大雨や台風などの自然災害が発生しやすい季節へと進んでい 

きます。これから、防災について考え、学び、日ごろから自分や家族の命を 

守るために、災害への備えを実践してほしいと思います。 

 

５月１日（木）の朝、全校生徒がオレンジルームに集まりました。 

月頭集会に先立って、４月１９日に行われたソフトテニス大会での表彰伝達を行い、 

４名の生徒が校長先生から賞状を受け取りました。月頭集会では、校長先生から防災 

に係るお話がありました。 

 

 

月頭集会の最後は、校歌斉唱で 

す。生徒はタブレットと見ながら、 

大きな声で校歌を歌いました。 

 

 

月頭集会の後、生徒会執行部の進行で生徒集会を行いまし

た。生徒集会では、各委員会の委員長が今月の目標を発表し

ました。委員長の堂々とした発表を、全校生徒は真剣な眼差

しで聞いていました。 

 

 

 



 
 

 

 

  

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

アスファルトのすき 

間に生えている雑草を見

ると、雑草って強いなと

思いますが、実は弱いか

ら他の植物が入れない場

所を選んでいるそうです。 

強そうに見えても、 

以外とそうでないこ 

とあるのですね。 

 

           自然と起こる大きな拍手から感じたこと  
先日の愛育会総会でのことです。会も終わりに差し掛かり、議長解任の場面で、議長を

務めていただいた副会長が最後の挨拶を行います。その後、予定では、司会が議長へのお

礼の言葉を述べた後に、司会から出席されている方々に、議長への感謝の意を込めて拍手

をお願いする、としていました。 

ところがです。司会が議長へのお礼を言い終わるのを待たないタイミングで、会場から

議長への盛大な拍手が巻き起こりました。予定ならお礼の後に拍手をお願いするところ

でしたが、それを待たずに起こる議長への盛大な拍手に、心がほっと温かくなりました。 

日々の学校生活で、子どもたちは誰にでもやさしい気持ちで接し、互いに思いやりなが

ら生活しています。そんな子どもたちのやさしい気持ちの源は、保護者の方の優しさと深

い愛情によるものだと、改めて感じた瞬間でした。 

 

愛育会副会長の司会進行と保護者の皆様のご協力 

により、スムーズに会を執り行うことができました。 

 

今年度初めての参観日（５月２日）は… 

 

教職員の自己紹介     協育ネット  小中学校運営  愛育会    オレンジルームで行った愛育会総会の様子    
会長     協議会会長   会長 

                      

 
  

学級・部活動の活動状況等について話し合いました。 

 

参観ありがとう 

ございました。 

 

 

４月３０日（水） 

 

 【男子】５月３日（土） 【女子】５月５日（日） 

ゴールデンウィークに行われた大会に出場し

ました。多くの声援を受けながら、選手はもってい

る力を存分に発揮し大健闘しました。選手のみなさ

ん、お疲れ様でした。 

【お知らせ】３年生が１３日
（火）から２泊３日で修学旅
行に行きます。 


